
令和３年５月１７日 久留米市物品発注表 

 

※「厨房機器」で市内または準市内での名簿登載者を主な資格とした入札です。詳細は「参加条件」参照のこと 

入札番号 入札３－５  【郵便入札案件】 

品名 炊飯機システム 

規格 仕様書のとおり（仕様書は契約課ホームページに掲載） 

数量 一式 

履行場所 指定場所 （仕様書に記載） 

納期 指定日  （仕様書に記載） 

予定価格 非公開 

最低制限価格 無 

説明日時及び参集場所 無 

質問書受付期間及び 

受付場所 

 (1) 質疑の受付方法 

  指定様式『質問書』をファックスにて受け付け（様式は市ホームページからダウンロードしてく

ださい） 

 (2) 質疑の受付期間 

   令和３年５月１７日（月）から令和３年５月２４日（月）午後５時１５分まで 

 (3) 質疑のファックス送信先 

  ＦＡＸ ０９４２－３０－９７１３ 久留米市役所 総務部契約課 

 (4) 質疑の回答について 

  質問者にファックスで回答。ただし、質問内容によっては、本市ホームページ上に掲載すること

もあるので、注意すること。 

同等品確認申請書受付  (1) 受付方法 

  仕様書において同等品を可としているものにあっては、指定様式『同等品確認申請書』をファッ

クスにて受け付け（様式は市ホームページからダウンロードしてください） 

 (2) 受付期間 

  令和３年５月１７日（月）から令和３年５月２４日（月）午後５時１５分まで 

 (3) ファックス送信先 

  ＦＡＸ ０９４２－３０－９７１３ 久留米市役所 総務部契約課 

 (4) 回答について 

  質問者にファックスで回答。ただし、本市ホームページ上に掲載することもあるので、注意する

こと。 

開札日時及び場所 令和３年６月３日（木）１４時４０分 

久留米市庁舎１３階 

入札保証金 久留米市契約事務規則第７条第３号の規定に基づき免除 

契約保証金 必要（契約締結時に契約金額の１０％以上を付すこと） 

契約条項を示す場所 総務部契約課（久留米市庁舎１３階） 

支払条件 前払金（無） 部分払（無） 

議会の議決 不要 

参加条件 この競争入札に参加できる者は、次に掲げる要件を満たしているものとする。 

 (1) 久留米市物品供給業者有資格者名簿に、「厨房機器」で登録があること。 

 (2) 市内に本社（本店）又は支店・営業所等があること。個人の場合は市内に事業所等があること。 

仕様書等の交付 仕様書等は、久留米市契約課ホームページからダウンロードすること。 



入札書等の記載方法 入札の方法等については、次に掲げる事項に留意すること。 

 (1) 入札の方法は、総価入札とし、入札書記載金額は、仕様書に記載している一切の経費を含んだ総

額であること。 

(2) 入札書の金額は算用数字を用い、金額の前に必ず｢￥｣を記入し、消費税及び地方消費税の課税業

者であるか免税業者であるかを問わず、契約を希望する金額から消費税地方消費税に相当する金

額を減じた額を入札書に記載すること。ただし、契約に当たっては、入札書に記載された金額に

消費税及び地方消費税に相当する額を加算した金額をもって契約金額とする。 

 (3) 入札書は指定する様式（様式第１号）を必ず使用し、代表者の住所及び氏名を記入し、登録印を

押印すること。 

 (4) 入札書に記載した内訳を、入札内訳書（様式第２号）に記載し、入札書と同封すること。 

郵便入札の方法 (1) 入札参加を希望する場合は、入札書（様式第１号）及び入札内訳書（様式第２号）を、長形３号

サイズの封筒に封入すること。 

 (2)  (1)の封筒を一般書留又は簡易書留にて、締切日時までに指定場所へ郵送すること。 

締切日時 ： 令和３年６月１日（火）（必着） 

指定場所 ： 〒８３０－８５２０ 久留米市城南町１５－３ 久留米市役所総務部契約課 

 (3)  (1) の封筒には、表面に入札番号、品名及び入札書在中（赤字）と記入し、裏面に送付者名（商

号又は名称、住所、代表者職氏名及び電話番号）を記入すること。 

入札の辞退 入札書郵送後に辞退をする場合は、開札前までに久留米市総務部契約課に「入札辞退届」を提出する

こと。（様式は市のホームページからダウンロードしてください） 

入札の無効 次のいずれかに該当する入札は無効とする。 

 (1) 入札参加資格のない者が入札したとき。 

 (2) 所定の場所及び日時までに入札書が提出されないとき。 

 (3) 入札書に入札金額の記載がないとき、又は入札金額が判読できないとき。 

 (4) 入札書に記載された事項に誤字又は脱字があって必要事項を確認できないとき。 

 (5) 入札書に入札者又はその代理人の記名押印がないとき。 

 (6) 同一の入札者が２以上の入札をしたとき。 

 (7) 法令又は入札に関する条件に違反したとき。 

入札書の引換えの禁止 入札者は、その提出した入札書の引換えをすることができない。ただし、郵便入札については、入札 

書の提出締切前であれば入札書の引換えを認める。 

１者入札の取扱い 入札者が１者であった場合においてもその入札は有効とする。 

落札者の決定 開札を行った結果は、次に掲げるとおり決定する。 

 (1) 有効な入札を行った者で、予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって入札した者を落札者と

して決定する。ただし、その者が複数となった場合には、くじにより落札者を決定する。 

 (2) 予定価格の制限の範囲内で入札した者がなく落札者がいない場合は、再度の郵便入札を行うもの

とする。ただし、再度の入札で落札しない場合は入札不調とする。 

入札結果等の公表 この入札の結果は、落札者の決定後に久留米市役所契約課において閲覧に供し、本市公式ホームペー

ジに掲載することとする。 

契約書の作成及び締結 落札者は、交付された契約書案を熟読のうえ必要事項を記載、記名押印し、落札者決定の日の翌日か

ら６日以内に、これを提出しなければならない。 

開札の立会い  (1) 郵便入札については、入札参加者のうち２者を契約課が指名し、立ち会わせる。ただし、指名さ

れた者が開札に立ち会わないときは、当該入札事務に関係のない市の職員を立ち会わせる。 

 (2) 開札の立会人は、開札日の前日までに決定し連絡をするので、選ばれた場合は開札時間までに開

札場所に参集すること。なお、契約課が指名した者以外の入札室への立ち入りは認めない。 

 (3) 新型コロナウイルス感染症流行拡大により、現在福岡県に発出されている緊急事態宣言期間の延

長が決定した場合は上記によらないことがある。 

その他 (1) 入札参加者は、関係法令、この公告及び仕様書等に十分留意のうえ、入札すること。 

 (2) 入札した者は、入札後、この公告及び仕様書等についての不明を理由に異議を申し立てることは

できない。 

 (3) その他必要事項は、地方自治法、久留米市契約事務規則及びその他関係法令の規定するところに

よる。 

 



 

【物品購入等に係る条件付き一般競争入札関係書類】 

 

 

   ◆入札３－５ 炊飯機システム 

 

１． 入札書(様式第１号) 

 

２． 入札内訳書（様式第２号） 

 

 

 

 

 （注） 

１．「入札辞退届」「質問書」は市ホームページから 

ダウンロードしてください。 

    【久留米市トップページ ＞ 創業・産業・ビジネス ＞入札契約情報 ＞入札・見積情報 

（物品）＞競争入札（見積り）等の様式一覧（物品）】 

 

２．申込者が使用する印鑑は、入札・契約に係る提出書類すべてに 

同じものを使用してください。（契約課登録印を使用のこと。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

【連絡先】 久留米市役所総務部契約課（市役所１３階） 

      物品チーム 

      ＴＥＬ ０９４２－３０－９１７２ 

ＦＡＸ ０９４２－３０－９７１３ 

 



 

 

入札３－５ 

 

入 札 書 
 

久留米市長 様 

 

入札金額に消費税及び地方消費税は含まれておりません。 

 

入札金額 

 拾億 億 千万 百万 拾万 万 千 百 拾 円 

 

品 名 規 格 数 量 金 額 

炊飯機システム 仕様書のとおり 一式 円 

 

履行期間 令和３年８月２０日まで 納入場所 指定場所 

 

久留米市契約事務規則及び仕様書その他関係書類を承諾の上、上記のとおり入札し

ます。 

 

令和３年６月３日 

所在地 

商号（名称） 

代表者職氏名               印 

 

 

 

注）１．インク又はボールペンで書いてください。 

２．金額の数字はアラビア数字（１、２、３等）を用い、その頭部に\を記入してください。 

３．訂正箇所に訂正印がないときは無効です。 

４．金額の訂正はできませんので、必要な場合は再作成してください。 

（様式第１号） 



 

 

（様式第２号） 

 

炊飯機システム入札金額内訳書 

No. 品名 製品名、型番 数量 単価 金額 

１ 連続炊飯機 

【メーカー】 

日本調理機（株） 

【規格】 

RCG-225MS 

１台   

２ 分量器 

【メーカー】 

日本調理機（株） 

【規格】 

RM-１ 

１台   

３ ローラーコンベア 

【メーカー】 

日本調理機（株） 

【規格】 

NRC-40 

１台   

小計(消費税抜) 円 

※入札金額と一致のこと  
 

 

 

商号（業者名）： 

 

 

   



炊飯機システム 仕様書 

 

１．品名   炊飯機システム 

 

２．仕様 

 (１) 機種 

内訳 品名 メーカー・型式 台数 搬入先 

001 小型連続炊飯システム 
日本調理機㈱ 

RCG-225MS 
1 炊飯室 

002 分量器 
日本調理機㈱ 

RM-１ 
１ 炊飯室 

003 ローラーコンベア 
日本調理機㈱ 

NRC-40 
1 炊飯室 

  ※ 同等品不可。 

 

 (２) 仕様詳細 

  ① 小型連続炊飯システム 

全体寸法 ：4132mm×1190mm×2767mm 

貯米槽  ：貯米量 225㎏ 

配米量  ：5.0 ㎏～7.5 ㎏／回 

炊飯機  ：コンベア炊飯方式 

ガス消費量：139.5㎾/ｈ（120000㎉/ｈ） 

電源   ：3相-200V 5.0㎾ 

 

 本連続炊飯システムはコンベア上にセットした炊飯釜へ洗米・水切り後のお米を

移し、加水後コンベアへ炊飯釜を移動させた後、自動的にコンベア上を移動しな

がら炊飯・むらし工程を終了する方式である事。 

 洗米～浸漬工程までは予約タイマーによる自動運転方式である事。 

 本連続炊飯システムはお湯炊である事。 

 湯炊用給水タンクは電気ヒーター内蔵式であり、常に一定温度のお湯を供給でき

る方式である事。 

 本機は当日炊飯するお米を洗米し浸漬タンクに貯め、一定時間浸漬し作業者が炊

飯釜を所定の位置にセットした後、レバー・シャッター操作にて炊飯釜へお米と

水を投入する方式である事。 

 浸漬タンクはレベルスイッチにより洗米後のお米のあふれ防止機能付である事。 

 炊飯釜への加水はタイマー制御であり加水量の調整が任意で可能である事。 

 炊飯機本体はトンネル式コンベア方式で炊飯を行う方式である事。 

 炊飯能力は時間当たり30釜（7.5kg／釜）である事。 

 本機専用の炊飯釜（既存のもの）を使用する事。 

 



② 分量機 

全体寸法 ：466mm×515mm×430mm 

能力   ：800～1300g／1回転 

電源   ：3相-200V／40W  

 

 別設置の制御盤で米サイロ、洗米機等と連動して自動運転する事。 

 自動運転中は、１回の米排出は７回転である事。 

 停止位置は、リミットスイッチとブレーキ付モーターで正確に制御する事。 

 

③ ローラーコンベア 

全体寸法  ：4000mm×560mm×650mm 

フレーム材質：SUS304 t2.0 

ローラー  ：SUS304 Φ38 

 

 本ローラーコンベアは自動炊飯装置と反転ほぐし機の間（４１００ｍｍ程度）

に設置可能な事。 

 安全の為に、コンベアの反転ほぐし機側には炊飯釜を止める可動式ストッパー

が、2個装備されている事。 

 コンベア上には炊飯釜が8個以上乗る事。 

 

  ④ 撤去 

 既存の小型連続炊飯システム、分量機、ローラーコンベアを無償で撤去するこ

と。 

撤去する機械は下記のとおりとする。 

小型連続炊飯システム：日本調理機（株） RCG-225MS 

      分量機：日本調理機（株） RM-1 

      ローラーコンベア：日本調理機（株） NRC-40 

 

  ⑤ 設置 

 既存の制御盤及び米サイロに、今回調達を行う連続炊飯システム及び分量機を

据え付ける事。 

 電源については既設電源を利用する事。 

 既存の機器と接続調整し、正常に稼働する事。 

 正常に炊飯が行われるように、据付後試し炊きを行う事。 

 

３．納入先・納入期限 

 (１) 納入先  田主丸学校給食共同調理場（久留米市田主丸町田主丸843-7） 

 (２) 納入日  令和３年7月２１日から令和3年8月２0日まで 

 

４．その他 

 (１)  納入日については、田主丸学校給食共同調理場と協議すること。 

 (２)  設置及び接続後は、調整及び試運転のうえ、必要な取扱い説明を行うこと。 



(３)  万一、機器の能力、製品不良、工作上の粗雑、または据付の不備などの原因で性能

を発揮できない場合、納入年数に関わらず、受注者の負担において点検整備、修理、

または交換を行うこと。 

 (４)  不明な点等が生じた場合、田主丸学校給食共同調理場と協議すること。 

 

 

特記事項 

   ① 搬入に掛かる一切の費用を請負者が負担すること。（事前に現場の確認をすること） 

   ② 搬入には担当課と十分協議し、給食業務に支障のないよう施工すること。 

   ③ 既設機器の廃棄に関しては然るべき処分を行うこと。 

   ④ 上記内容に記載のない事項及び疑義が生じた場合は担当課と別途協議の上、決定す

るものとする。又、その際、費用が発生した場合も全て請負業者の費用負担を前提

とし、協議するものとする。 

   ⑤ 納入業者は設置に際して現場との打合せを密に行い漏れの無いように努めること。 

   ⑥ 搬入に際して必要な既設機器の移設及び撤去処分品については本契約に含むもの

とする。 


